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１．安全保障輸出管理とは 

（１）法令遵守の一環・・・実施を怠ると罰則の対象に 

 

（２）求められること（大学の規模に関係ない） 

①必要な場合には許可申請を行う（リスト規制・キャッチオール規制） 

        該当 

 リスト規制 →→→→ 要許可申請 

 ↓非該当 

 ↓       該当           

キャッチオール規制 →→→→ 要許可申請 

   ↓非該当 

   ↓ 

 許可不要 

  

②管理を実施するための体制整備（輸出者等遵守基準） 

 

２．大学等において実施すること 

（１）管理の対象に関する情報の把握 

 －貨物（資機材等）の輸出 

－技術の提供（共同研究の実施、留学生の受入れ等） 

 

（２）貨物・技術の該非判定等 

       リスト規制    →  キャッチオール規制 

 貨物  輸出貿易管理令別表１    用途・需要者に懸念 

     による該非判定 

 

 技術  外国為替令別表       用途・需要者に懸念 

     による該非判定 

 

 （３）必要に応じて許可申請 

 

 （４）輸出管理規程の整備、管理責任者（統括責任者）を選任し、管理実施 

参考資料７ 
科学技術・学術審議会 産業連携・地域支援部会 

大学等における産学官連携リスクマネジメント検討委員会 

（第 3回）H27.6.19 



３．大学等が安全保障輸出管理を行う上での課題 

 

 （１）管理体制の構築の予算的・人的制約（特に小規模大学等） 

①外為法（輸出者等遵守規準）において、統括責任者を選任し、管理規 

 程を定めて、管理することが義務（最低でも該非確認責任者の選任、 

最新法令の周知が必要） 

②規模の小さな大学であっても管理体制の構築は必須 

（規模による特例はない） 

 

 （２）制度を理解している人材の不足 

  ①大学等での安全保障輸出管理は平成１８年の文科省事務次官通達が 

きっかけ 

②安全保障輸出管理制度に精通している人材の不足 

 

 （３）安全保障輸出管理の対象の把握 

    貨物の輸出、共同研究・留学生受入に伴う技術提供を行う事務方・研 

究者（先生方）が情報源であり、把握するためには協力が不可欠 

 

 （４）該非判定の難しさ 

   該非判定は貨物の機能・仕様、技術の内容の理解が不可欠 

   ①貨物の該非判定は、通常は製造メーカーが実施 

   ②共同研究、留学生受入に伴う技術提供は、担当する研究者（先生方） 

が把握、該非判定の際の協力が不可欠 

    → どのような貨物・技術（特に技術）が規制の対象となっているの 

      か分かる人材の不足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．CISTEC が提供する輸出管理に関する情報提供サービス 

 

  輸出管理基本情報をはじめ、書籍（電子書籍を含む）の販売、セミナー･講 

演会の実施、e-ラーニング、講師派遣などのサービスを実施 

 

  これ以外に、実務能力認定試験、輸出管理相談、該非判定支援サービス、

機関紙（CISTEC ジャーナル）の発行などを実施。 

 

 

 

 



（参考１）CISTEC による e-learning 教材の提供（有料・無料）

 

 

 



（参考２）Ｗeb セミナーの提供（有料・無料） 

 

 

  



５．３．の課題にどう取り組むのか 

 （１）管理体制の構築 

①管理体制の構築に当たっては、例えば、以下の資料が参考に 

経済産業省：安全保障貿易に係る機微技術管理ガイダンス 

（大学・研究機関用）改訂版 

産学連携学会：安全保障貿易に係る自主管理体制構築・運用ガイド   

ライン（改訂版） 

 

②法令遵守であり、経営層が強いリーダーシップが不可欠 

    

③安全保障輸出管理をリスクマネジメントの一環として実施が効率的 

 

④小規模大学が独自で対応できない場合、大学の地域ネットワークを構 

 築し、小規模大学の輸出管理をサポートする体制を作るのが現実的 

 

 

（２）制度・手続きを理解している人材の確保 

    ①外部人材の登用 

      CISTEC では輸出管理人材の募集情報の提供（2010 年～）：無料 

      （登録人材 200 人超） 

 
 

 

 



    ② 内部人材の育成 

      CISTEC で提供している情報等の活用 

       － 輸出管理基本情報の提供（無料） 

       － 安全保障輸出管理実務能力認定制度の実施（有料） 

       － e-learning 教材の提供（有料・無料） 

       － 生セミナー／Web セミナーの提供（有料・無料） 

       － 輸出管理相談・講師派遣（有料） 

       － 各種ガイダンス類（書籍等）の販売 

       特に、知識レベルの指標としての安全保障輸出管理実務能力認

定制度は有効 

      

      経済産業省が実施する大学・研究機関向け説明会の活用も 

      （説明会で使用した資料はＨＰ上で公開）    

 

 （３）安全保障輸出管理の対象の把握 

    把握するためには、事務組織、貨物の輸出・技術の提供を行う研究者

（先生方）の協力が不可欠であり、経営層の強いリーダーシップが必要 

 

 （４）貨物・技術の該非判定ができる人材の確保 

    ①外部人材の登用 

     （２）①と同様。ただし、広い分野の該非判定ができる人材の確保 

は困難 

また、研究者（先生方）と円滑にコミュニケーションをとるため 

の工夫が必要 

 

    ②内部人材の育成 

     －提供する技術の該非判定が中心 

     －広い分野の該非判定ができる人材を育成するのは困難 

      「提供する技術の内容は、共同研究・留学生受入れを担当する研 

      究者（先生方）」＋「研究者（先生方）とコミュニケーションを図 

りながら規制の対象か否かを判断できる人材」で行うのが現実的。 

後者の人材（例えばＵＲＡの活用など）の育成 

 

 

 

 



（該非判定を支援するツール） 

      CISTEC：該非判定支援ツールとしての項目別対比表の販売 

          該非判定支援サービスの提供 

      経済産業省：貨物・技術の合体マトリックス表を公表 

       

  



（参考）CISTEC の大学向けサービスの提供 

－CISTEC では、HP 上に大学における輸出管理に関するポータルサイト 

を設けて、各種情報を提供 

－今月、安全保障輸出管理関係資料集（大学・研究機関用）第 2弾を 

発行 

－基礎的書籍・基礎的セミナー、輸出管理相談（１５件／年）、講師派 

 遣（１回／年）が無料となる大学会員制度のサービスを実施 

 

これ以外にも大学関連の情報を掲載されているので、CISTEC／HP の 

ご活用を！ 

 

URL：http://www.cistec.or.jp/ 

 


